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平成２４年第４回南幌町議会臨時会会議録     １１月２６日 

 

議  長   おはようございます。             （午前９時３０分） 

 本日をもって招集されました平成２４年第４回南幌町議会臨時会を

開会いたします。 

 本日の出席議員数は１１名でございます。直ちに本日の会議を開きま

す。 

本臨時会の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでござい

ます。 

●日程１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 指名につきましては、会議規則第１１８条の規定により議長において

指名をいたします。 

 ３番 菅原 文子議員、４番 本間 秀正議員。以上ご両名を指名い

たします。 

●日程２ 会期の決定をいたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は１１月２６日、本日１日限りと

いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 （なしの声） 

 ご異議なしと認めます。よって本臨時会は１１月２６日、本日１日限

りと決定いたしました。 

●日程３ 諸般報告をいたします。 

・１番目 会務報告はお手元に配布したとおりでございます。 

 これをもちまして報告済といたします。 

・２番目 例月出納検査結果報告は、監査委員より平成２４年９月分

及び１０月分の例月出納検査結果の報告がありました。その内容につい

ては、お手元に配布したとおりでございます。 

 これをもちまして報告済といたします。 

●日程４ 議案第６３号 平成２４年度南幌町一般会計補正予算（第

４号）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   ただいま上程を頂きました議案第６３号 平成２４年度南幌町一般

会計補正予算（第４号）につきましては、来る１２月１６日に執行され

ます衆議院議員選挙に係る経費の追加が主な理由であります。その結果、

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１９万４，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億５，８６５万３，

０００円とするものであります。詳細につきましては、副町長が説明い

たしますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。副町長。 

副 町 長   それでは、議案第６３号 平成２４年度南幌町一般会計補正予算（第

４号）の説明を行います。なお、今回の選挙より従来５カ所で実施をし

ておりました投票所のうち鶴城寿の家投票所を第１投票所農村環境改

善センターに統合し、４カ所の投票所で実施することにしております。 



 ２ 

 それでは、歳出から説明を行います。８ページをご覧いただきたいと

思います。２款総務費１項３目財産管理費、補正額２９万９，０００円

の減額でございます。２５節積立金、財政調整基金積立金２９万９，０

００円の減額でございます。財源調整を行うものでございます。 

４項３目衆議院議員選挙費、補正額５４９万３，０００円の追加でご

ざいます。１節報酬で４１万２，０００円の追加でございます。各種委

員等の報酬を追加するものでございます。３節職員手当等６０万円の追

加でございます。時間外勤務手当を追加するものでございます。７節賃

金２１０万８，０００円の追加でございます。投票事務、開票事務のそ

れぞれの賃金を追加するものでございます。９節旅費１万２，０００円

の追加でございます。委員等の費用弁償を追加するものでございます。

１１節需用費で４９万５，０００円の追加でございます。消耗品初め事

務的経費を追加するものでございます。１２節役務費６０万４，０００

円の追加でございます。同じく事務的経費を追加するものでございます。

１３節委託料６４万１，０００円の追加でございます。ポスター掲示場

設置及び撤去経費としまして、３３カ所分を追加するものでございます。

１４節使用料及び賃借料９万円の追加でございます。会場分といたしま

して、投票所２カ所分並びに複写機分を追加するものでございます。１

８節備品購入費５０万円の追加でございます。選挙事務備品といたしま

して、システム更新に伴うパソコン２台分を追加するものでございます。

次ページに参ります。１９節負担金補助及び交付金３万１，０００円の

追加でございます。北海道市町村総合事務組合負担金としまして、投開

票立会人の公務災害補償負担金を追加するものでございます。 

次に歳入の説明を行います。７ページをお開き願いたいと思います。

１４款国庫支出金３項１目総務費委託金、補正額５１９万４，０００円

の追加でございます。３節選挙費委託金、衆議院議員選挙費委託金５１

９万４，０００円の追加でございます。選挙執行経費により見込み額を

計上しております。 

以上、歳入歳出それぞれ５１９万４，０００円を追加し、補正後の総

額を４６億５，８６５万３，０００円とするものでございます。以上で

議案第６３号の説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

       ２番 佐藤 正一議員。 

佐藤(正)議員   今回は衆議院議員選挙についての補正予算でありましたけれども、そ

の中で冒頭、今回、投票所が５カ所から４カ所になったということであ

ります。その会場が鶴城地区の投票所を廃止するということでご説明が

ありましたけども、それに至るまでについて、その経緯といいますか、 

選挙管理委員会で話しをされているんだと思いますが、ちょっとご説明

をいただきたいと思います。 

議  長   総務課長。 

総務課長   それでは、ただいまご質問ありました件について、ご回答申し上げま

す。若干経緯も含めて説明をさせていただきたいと思います。昨年、２
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３年の９月、決算特別委員会において佐藤正一議員からの質問がありま

したように、投票時間の繰り上げ、また、投票所の箇所について検討す

べきではないかというご意見を踏まえ、このたびの投票所の統合につい

て選挙管理委員会において決定をさせていただきました。若干、経緯を

述べさせていただきますけれども、本年に入り新たな行政区長が１月に

決まったわけでございます。１月の行政区長会議の開催に合わせ、旧第

３投票所であります鶴城寿の家を、第１投票所であります改善センター

に統合できないかとお話しをさせていただきました。現在、今までは５

カ所の投票所の中で一番有権者数の少ないのが鶴城寿の家でございま

す。昨年の議会議員の選挙でも有権者数が２３８という状況でございま

した。この鶴城寿の家の投票できる行政区は８区のみでございます。ご

承知のとおり投票当日、立会人を選任しなければならず、３名の立会人

の選任では、今までもそうでしたけども、高齢化等によりなかなか引き

受け手がないという状況から、その旨を区長さんにお話しをさせていた

だいたところでございます。当然のことながら、区長さん１人の判断で

は決定できるものではございませんので、持ち帰り、地域の方と十分お

話をしていただくようお願いをしたところです。そのようなことから７

月に入り、区長さんから地域での会合、また、老人会での会合などでお

話しをしていただき、特に異論がなかったというお返事をいただきまし

たので、６月の選挙管理委員会において経過等を説明させていただき、

９月の選挙管理委員会で正式に決定をさせていただいたところでござ

います。これらの手続きを経た中で、１０月広報において全町民に周知

を図ったところでございます。以上のことから、南幌町の投票所につい

ては、今後、第１投票所から第４投票所の４カ所となるものでございま

す。以上でございます。 

議  長   ２番 佐藤 正一議員。 

佐藤(正)議員   経緯、説明していただきましたので、わかったと思います。このこと 

(再質問)  が投票率が下がったり、そういうことにならないように心配する面もあ

ったわけですけども、地域の意向としては、そういう声があったことも

事実でありましたので、その対処についてはいいと思いますが、このこ

とによってもう１つ、私はその時に、決算でも聞いたんですけども、経

費の面で、国政選挙ですから国が全部払ってくれるわけで、そんなに心

配することはないということですけども、前回から見て若干下がってい

ると思うんですけれども、そういう面でどのぐらいあるのか、ちょっと

それも参考までにお聞かせいただければと思います。 

議  長   総務課長。 

総務課長   経費の面でございますけれども、今回、１カ所、統合するということ 

(再答弁)  で、当然のことながらそこの事務従事する職員が必要なくなるというこ

とでございまして、今まで事務従事職員が５名ほど張りついた中で作業

を進めておりましたけども、ここで約１７万円ほどの事務的経費が減額

になると。それと併せて、先ほどお話ししました投票立会人３名の方の

報酬が減ということになりますので、これらを合わせると約２０万４，
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０００円ほどの経費減と。併せて、ポスター掲示場が今まで３７カ所ご

ざいましたけども、統合により３３カ所、４カ所分が減となります。こ

れらの経費も約７万円ほど減額ということになりますので、約２７万円

ほどの経費的には減額になるということでございます。以上です。 

議  長   ほかにありませんか。 

       （なしの声） 

ご質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第６３号 平成２４年度南幌町一般会計補正予算（第４号）は、

原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決

定いたしました。 

以上で、本臨時会に提案されましたすべての議案審議が終了いたしま

した。ただいまをもって閉会いたしたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本臨時会は、ただいまをもって閉会い

たします。 

どうもご苦労様でした。 

（午前 ９時４３分） 
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  上記会議の経過は書記として記載したものであるが、その内容に相違ないことを 

 ここに署名する。 
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